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Performance improvement of PEDOT:PSS/Si solar cells by additives 
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導電性高分子 Poly(3,4-ethylenedioxythiophene)-poly(styrenesulfonate) (PEDOT:PSS)と n型シリコン

(n-Si)を組み合わせた有機無機ハイブリッド太陽電池が，次世代型太陽電池として精力的に研究さ

れている。この素子は，塗布法を用いて簡便に作製可能である特徴である。先行研究として，

PEDOT:PSS 溶液に DMSO などの添加物を加えると PEDOT:PSS 層の膜構造と電気特性が変化し，

太陽電池の光電変換効率が向上することが報告されている[1-6]。本研究では，４種類の添加物を

加えた PEDOT:PSS 溶液を用いて素子を作製し，その性能評価と，構造との相関を調べた。 

使用した添加物は DMSO，DMAc，ピリジン，

エタノールの 4種類であり，添加物を加えない

Pristine を加えた計 5 種類のサンプルを作製し

た。PEDOT:PSS膜は 5wt%のアディティブを加

えた溶液を n型シリコンウエハへ滴下し，スピ

ンコート法で成膜した。熱処理後に上面電極と

して銀ナノワイヤを取り付けた。図１は作製し

た素子の電流密度 (J)-電圧 (V)曲線である。

DMSO，DMAc，ピリジン添加の素子では

PCE の増加が見られ，最大で 2倍増である。

PEDOT:PSS 膜のサイクリックボルタンメト

リー測定や近赤外吸収測定等の結果を併せて当日報告する。 
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Fig.1 J-V curves of PEDOT:PSS/Si solar cells. 
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